
当
協
会
は
２
月
28
日
（
月
）、
２
０
２

１
年
度
第
３
回
の
「
労
務
管
理
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
前
回
と
同
様
、
名

古
屋
南
労
働
基
準
監
督
署
後
援
の
も
と
、

名
古
屋
市
工
業
研
究
所
会
議
室
で
開
催

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
着
用
、
定
員
を

会
場
定
員
の
半
分
以
下
、
換
気
な
ど
対

策
を
十
分
実
施
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
名
古
屋
南
労
働
基
準
監

督
署
桑
原
署
長
か
ら
、「
労
働
者
の
６
％

が
月
80
時
間
を
超
え
た
時
間
外
労
働
を

し
て
お
り
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て

い
る
。
名

南
署
管
内

の
過
労
死

に
よ
る
労

災
請
求
は

大
幅
に
減

少
し
た
が

さ
ら
に
長

時
間
労
働
削
減
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

労
務
管
理
は
、
労
使
の
信
頼
関
係
の
基

本
。
長
時
間
労
働
は
減
っ
て
い
る
が
、

精
神
疾
患
に
関
す
る
相
談
は
増
加
し
て

い
る
。
管
理
職
に
は
、
法
律
だ
け
で
な

く
、
会
社
の
ル
ー
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

の
会
社
で
の
権
限
に
つ
い
て
教
育
し
、

行
き
過
ぎ
た
指
導
・
指
示
・
発
言
を
し

な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。」
な
ど
の
挨

拶
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

続
い
て
、

名
古
屋
南
労

働
基
準
監
督

署 
武
第
一

方
面
主
任
監

督
官
か
ら
、

「
改
正
労
働

基
準
法
の
留
意
点
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
労
働
基
準
法
の
改
正
点
を
中
心
に

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
労
働
基
準
法
に

お
け
る
労
働
時
間
の
定
め
、
３
６
協
定

と
違
反
事
例
、
締
結
に
当
た
っ
て
の
注

意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
、
年
次
有
給
休
暇

の
確
実
な
取
得
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
制
度
、
押
印
原
則
の

見
直
し
の
影
響
、
電
子

申
請
の
推
進
、
民
法
改

正
に
伴
う
改
正
、
事
務

所
衛
生
基
準
規
則
改

正
、
令
和
５
年
４
月
施

行
の
中
小
企
業
に
対

す
る
60
時
間
超
の
時

間
外
労
働
の
割
増
率

50%
へ
、
労
働
条
件
の

明
示
、
労
働
時
間
の
適

正
把
握
の
必
要
性
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

次
に
、
愛

知
働
き
方
改

革
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー
相

談
員
、
㈱
マ

ン
ガ
ラ
の
田

中
代
表
取
締
役
か
ら
、
「Well-being

（
社
員
幸
福
度
）
向
上
に
よ
る
生
産
性

UP
の
秘
訣
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。「Well-being
と
は
肉
体
的
、
精

神
的
、
社
会
的
に
全
て
が
満
た
さ
れ
た

状
態
で
あ
る
こ
と
で
、
各
国
政
府
、
経

済
界
、
学
問
の
領
域
で
も
注
目
さ
れ
て

い
る
概
念
で
あ
る
。 

地
位
財
（
金
、
モ
ノ
、
地
位
）
に
比
較

し
、
非
地
位
財
（
心
、
安
全
、
健
康
）

は
他
人
と
比
べ
ら
れ
ず
幸
せ
が
長
続
き

す
る
。Well-being

は
ビ
ジ
ネ
ス
の
場

で
、
生
産
性
向
上
、
生
き
方
・
働
き
方
・

価
値
観
が
多
様
化
し
、
採
用
力
強
化
に

繋
が
り
、
人
材
定
着
に
効
果
的
で
あ
る
。

施
策
優
先
順
位
と
し
て
は
、
肯
定
的
で

公
正
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
人
事
評
価

制
度
）、
組
織
目
標
の
落
と
し
込
み
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
が
幸
福
度
を
増
大

し
、
不
幸
せ
を
減
少
さ
せ
る
の
に
最
も

有
効
で
あ
る
」
と
の
講
演
で
し
た
。
受

講
者
は
目
新
し
いWell-being

に
つ
い

て
、
ワ
ー
ク
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら
、

大
変
熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

令
和
４
年
度
も
、
引
き
続
き
労
務
管

理
講
習
会
を
開
催
予
定
で
す
。 

 
桑原署長 

 
田中代表取締役 

 
武 主任監督官 

 
 

２
０
２
１
年
度
第
３
回
『
労
務
管
理
講
習
会
』
を
開
催 

 
 
 

 
 

３
６
協
定
と
そ
の
注
意
事
項
、
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
、
電
子
申
請
の
推
進
、
事
務
所
衛
生
基
準
規
則 

W
ell

-be
ing

(

社
員
幸
福
度)

に
よ
る
生
産
性
向
上
、
採
用
力
強
化
、
人
材
定
着
を
達
成
！ 

 
 

 
桑原署長 


